三高小学校保護者のみなさまへ
【7/18(木)にプールで実施したウェイクボード体験での怪我について】
〈状況説明〉　
プール内には10名の生徒が入っていました。25mプールサイドにウィンチを設置、反対側の中央から1人ずつ引っ張っていました。引っ張られた子が進む範囲を考え、子供達には壁の方に寄るよう声かけをして、安全なスピードで引っ張っていました。(これまでの実施はこのやり方で事故なくできていました)
この日は水が苦手な子が引っ張られる遊びをしようと思い、サーフボード(※1)も使い引っ張っていました。(※1大きなビート板のように浮力があり、スポンジではなく固い素材で裏にはフィンがついています)
サーフボードに立ってスタートした直後に転んだ時、ボードが飛び跳ねて一番近くに離れていた男児の右目上から頭にかけてボードが当たってしまいました。
ボードの裏についていたフィンでまぶたの上が少し切れて、当たった衝撃で脳震盪のような症状もあったので、病院で診てもらう為に救急車を呼びました。
病院で見てもらい、眼球や脳に異常はなくまぶたの切り傷あり、1週間激しい運動は控えて下さいとの診断でした。
〈事故の起きた要因〉
· 足が固定されてない、浮力の強いサーフボードがふっ飛ぶ危険性の判断不足
· ウェイクボードをしている人から離れる指示の徹底不足
実際にサーフボードの方が立つのが簡単そうでうまく滑れる子もおり、1人がやるとみんながやってみたいと言い出す事や、楽しく遊ぶ事を優先しすぎた結果、このような事故の可能性を高めてしまったと反省しています。
〈今後の対応〉
· サーフボードはフィンを外し、立って使用しない
· 人数制限やプール内にいていい場所を設ける(30分で4人まで)
· 守らないといけないルールを伝えて、できない人には退場してもらう
今回の事を経て、子供は楽しく遊ぶだけでは、遊びに夢中になり、守らないといけないルールや危険な事への判断ができなくなる。そういった事故や怪我から自分や周りの人を守る為に、親や先生、周りの大人が、時には厳しい口調でルールを守らせようとする。その必要性がすごく理解できました。子供達をルールに縛りつける思いはありませんが、ウェイクボードや水遊びの楽しさだけでなく、周りの状況を見る事や危ないという判断力を身につける事も伝えていけたらと思い、今後、一層の安全確保を約束して、こちらのウェイクボード体験は打ち切りではなく、今後も進めさせていただければと思っております。
[bookmark: _GoBack]怪我を負った子供さん、そのご家族の方、三高小学校の先生方には大変ご迷惑をおかけして、申し訳ございませんでした。今後とも地域の子供達と水遊びを楽しんでいけるようご協力よろしくお願いいたします。
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